




































































undergraduate studentsenroled in a FTF,bilingual(English and Japanese)Intercultural
Communicationclassthatistaughtannualyinourdepartment.Theparticipantsincludedthree































































































































































スコット ダグラス，西村 昭治，加藤 尚吾
抄 録
早稲田大学人間科学部の通信教育課程ｅスクールは、2006年度600名の学生が在籍しており、2006年度に最
初の卒業生を出すことになる。ｅスクールは、オンラインのストリーミングビデオで講義を配信している。
したがって、学生は、コンピュータの前で受講することになる。本研究は、学生がどこでも受講可能になる
よう、モバイル機器であるアップル社のiPodを、異文化間コミュニケーションの科目で活用した。実際に、
オンライン講義のオーディオファイルをiPodに取り込み、学生にそのiPodを配布し、その効果を検討した。
定性的評価の結果、学生は、学習の道具としてiPodを使用することの価値を認めていることが示唆された。
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